藤井寺市福祉関係者懇談会について資料３


[bookmark: _Toc436048264]Ⅰ　実施概要
１．福祉関係者懇談会の目的
次期藤井寺市地域福祉計画の策定にあたり、地域の困りごとや相談を受けた内容のうち、対応が難しかったこと（難しいこと）の事例について把握し、その事例に対して、“誰が”“何に”取り組んでいくべきなのか、アイデアを出し合い、今後の地域福祉計画策定や施策の検討へとつなげていくために開催しました。


[bookmark: _Toc436048265]２．実施概要
（１）開催日・参加者数
開催日時：令和７年（2025年）９月１日（月）　19：00～21：10
場　　所：ふれあいセンター（福祉会館）２階　講座室
参加者数：45名

（２）懇談会の方式
参加者を６班に分け、ワークショップ方式で実施しました。担い手の意識や取り組みのアイデア抽出はＫＪ法を使用しました。

（３）話し合いのテーマ
【テーマ１】
地域の困りごとや相談を受けた内容などから、対応が難しかったこと（難しいこと）
【テーマ２】
上記テーマ１の事例に対して、“誰が”“何に”取り組んでいくべきか、
①当事者・家族、②隣近所の人、③福祉関係者・地域、④行政　の４つの立場から検討

Ⅱ　意見のまとめ
１．地域の困りごとで対応が難しかったこと（難しいこと）
地域の困りごとでは、地域のつながりの希薄化に関する内容が多くみられました。自治会の加入の減少や地域活動の担い手の不足など、特に若い世代では“地域”での活動・支え合いなどの必要を感じる人が減ってきている状況がみられました。
また、こども・子育て家庭や高齢者を含め、地域での見守り活動の困難さについての意見がみられ、支援者を含めた周囲の人が困難事例と感じていることに対して、当事者や家族が困りごとと感じていない場合の介入の難しさについての意見がみられました。

２．“誰が”“何に”取り組んでいくべきか
当事者や家族においては、周囲や地域活動にもっと関心を持つことが必要であり、困った時にはまず相談し、支援や介入が必要な場合は、支援を受け入れることが必要との意見がみられました。
隣近所の人においては、地域に関心を持ち、気になった人には声かけを行うとともに、必要に応じて地域の代表者や民生委員などにつなげることが必要との意見がみられました。
福祉関係者・地域では、地域のことについてアンテナを張って情報収集をするとともに、支援機関に関する情報発信や当事者と専門機関や行政などをつなぐことが必要との意見がみられました。
行政では、市民への分かりやすい情報発信や相談窓口の充実、福祉関係者の円滑な活動の実施に向けて関係者間で情報交換ができる場の設置とともに、市民（特に若者など）が意見表明できる場の設置が必要との意見がみられました。

Ⅲ　各班での主な意見（参考）
Ａグループ
＜1 地域の困りごとで対応が難しかったこと（難しいこと）＞
	担い手不足
	· 自治会活動が消極的。
· 子ども会がなくなっている。
	· 仕事をしながら、福祉委員活動が負担に感じることがある。

	少子高齢化
	· 子どもの活動が多様化しているので取り合いになっている。
	· 高齢化。子どもが少なくなっている。

	独居高齢者
孤立・孤独
	· 身近に相談する方がいないため、問題が大きくなってから行政に相談にいく（孤立）。
· 救急搬送された一人住まいの方が病院で暴言を吐いて、連絡してほしいと夜中に電話があったこと。
· 認知症高齢者の相談、見守り。
· 高齢者への見守りや住民の参加が難しい。

	情報提供
	· 困っている方ほど、必要な情報が届かない。
· 行事参加者が偏っていて、参加して欲しい方は出席してもらえない。

	その他
	· 大規模災害への不安。
· 経済的なこと。お金（予算）が厳しい。
· 行事に参加する人からワガママを言われて対応に困ることがある。
	· 自治会内でのコミュニケーションが対応に難しい。
· 室内で安心して遊べる場所がない。


＜2 課題解決に向けて、“誰が”“何に”取り組んでいくべきか＞
	解決すべき課題
	· 見守り活動で訪問しても対応が冷たく感じることがある。
· 高齢者への見守りや住民の参加が難しい。
· 地域活動する方の担い手不足（若い世代）。

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 地域活動に関心を持つ。
· コミュニケーション不足。
· 親の理解と意識改革。
· 若い世代の方々の意見も聞いて活動にいかせればよかったかも。
· 個人行動が多く、団体での行動は少ない！
	· 活動参加の啓発・活動サポート。
· もっと話しやすいコミュニケーション環境を作るべき。
· 異年齢で遊ぶ習慣をつける。
· 近所の子どもとの関りを密にする。
	· 若者が集まり意見を言える場所の提供・サポート。
· 若い人が体験できる場を作る。
· コミュニケーションを取るために小さなイベントを行う。
· ラジオ体操。
· 小・中・高の連携。
	· 若者会議など開催。
· 横断的な分かりやすい情報の発信。
· ＳＮＳなどの有効利用。






Ｂグループ
＜1 地域の困りごとで対応が難しかったこと（難しいこと）＞
	福祉の介入に
ついて
	· 親族の理解が得られずなかなか福祉につながらない。
· 本人が、障害があると認めない。
· 切れ目のない支援。
· 障害サービス、シングルマザー子育て中、自らサービスを断られ、支援に入れない。

	高齢者支援
孤立・孤独
	· 出不精の方が多くなってきた。
· 近所付き合いを拒む独居さん。
· 家族の方と本人の関係が悪く、第３者が入らないといけない。
· 地域の方との関わり。
	· 外出時のケガ。
· 認知症、徘徊。
· 自宅で最期を迎えたい方の対応。医療介護だけで良いのか。


＜2 課題解決に向けて、“誰が”“何に”取り組んでいくべきか＞
	解決すべき課題
	· 認知症の有無。
· 周りが困っても本人は困っていない。

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 誰かに相談。
· 相談先を明確にする。
· 誰かに話をする。
· 認知症対応方法を知る機会があれば良い。
· 隣近所の方にも事情を知ってもらう
	· 見守る。
· 近所の協力。
· 外出されるタイミング・時間など、見かけた時はメモしておいてほしい。
· 集まりの場を計画し、「このケースはこの方法で連絡する」を決める。
	· 相談できる機関を探す。
· 福祉委員との共有。
· 包括支援センターに相談。
· 個人情報のカベ。
· 情報共有。
· 障害、認知症の症状を広く知ってもらう。
	· 家族がどれだけ大変か知ってもらう。
· 実態把握。
· プライバシーの配慮。
· 関係機関の情報共有。

	· 
	· 
	· 福祉委員、民生委員、福祉事業所からの意見をまとめて問題解決を一緒に行う。





Ｃグループ
＜1 地域の困りごとで対応が難しかったこと（難しいこと）＞
	障害のある人について
	· 障害のある人と近所の方とのつきあい。
· 障害のある人の働く場（就職）について。
· 障害のある人が家を借りる際の保証人について。
· 精神障害のある人への理解について。
· 障害のある人が、担当の地域にどこに住んでいられるか分からない。

	不登校・ひきこもり
	· 不登校の子どもの日中の居場所。
· ひきこもり状態の方の日中の活動の場について。

	その他
	· 朝の見守りあいさつ活動の中で、危ない所に見守りの目がない。
· お金のない方（借金のある方）の相談について。
· 体の相談（足が痛い）。
· 独居高齢者訪問時の不出の方の対応。
· 会館を開放しているが（月１回）、参加者が限られる。
· 火災家屋の撤去。
· 産後の産後ケア。


＜2 課題解決に向けて、“誰が”“何に”取り組んでいくべきか＞
	解決すべき課題
	· 空き家問題。

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 火災等の心配。
· 知らない人の出入。
· 財産（土地）について専門家に相談。
· 行政に訴え続ける。
· 連絡先の表示。
· 住めなくなったら家をどうしたいかを考えておく（家族間で話し合っておく）。
	· 近隣の独居家庭を福祉委員と共有。
· 隣の家の方がアクションを起こす。
· 近所の方の無関心。
· 家屋の監視、見守り、共有、訴えを継続する。
	· 独居家庭の状況を行政に伝える。当事者と専門家をつなぐ。
· 市に言えるなら市民の意見として代弁、伝える。
	· 一定期間の空き家については行政がきれいに片づける。
· 強制代執行の条件を拡げる。



	解決すべき課題
	· 自治会会員の減少。

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 自治会の情報（活動）を知る。
· 地域とつながるために入る。誘われたら行く。
· 自分の困り事を区長や役員に伝える。
· 若いファミリーに役員になってもらう。
	· 入会の声かけ。若い人の勧誘。
· 近所の困り事を聞き、区長や役員に伝える。
· 参加していない若い人を誘う。
· 若手への引継ぎ。
	· 自治会間の交流促進。
· 楽しい自治会活動。
· 転入世帯への訪問。区長だけでなく自治会役員が手分けして行けば、１人でも多く入ってもらえるのでは。
· 福祉に関わる自治会員が、積極的に子どもの行事を考えていく。
	· 自治会の取り組みについての広報（ＰＲ）



Ｄグループ
＜1 地域の困りごとで対応が難しかったこと（難しいこと）＞
	高齢者支援
	· 一人住まいの高齢者の方で少し認知症を発病されていて、子どもに連絡を取って気をつけてもらう様に頼んだが、子どもが認めないので難しく思う。
· 土曜日の午後、独居夫人が立つことができないと連絡あり。病院へ連絡を取るが対応が難しいとなり、相談を受け救急車を呼ぶように伝えた。おしりの骨が折れていた。
· 独居高齢者の問題対応は社協・地域包括に連絡している。
· 高齢者の見守り。

	外国人支援
	· パキスタンから就労のために、一年間語学学校に通う人約10人が居住している。　　ゴミ出しのルールを説明してくださる方があって改善した。３カ月要した。


＜2 課題解決に向けて、“誰が”“何に”取り組んでいくべきか＞
	解決すべき課題
	· 子育て世代の見守り（生活困窮世帯）

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 支援を受け入れる。
· 子育て世代への支援の壁は、困っている当事者がＳＯＳを出せていないこと。
	· 声をかける。
	· 民生委員児童委員、主任児童委員が地域にいること。子育ての相談にかかることが知られていない。
· 情報収集。
	· 30代、40代の若い人を行政が参加させてほしい。
· 取りまとめる制度を作る。
· 子どもの見守りは継続できる。学校、民間（ＮＰＯ）、行政で。



	解決すべき課題
	· 独居高齢者の見守り・緊急時の対応

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 情報提供、お願い。
· 別居している親族が土日に連絡をする。
	· 連絡。
	· 土日夜間に相談できる場所づくり。
· 休日に連絡し対処してくれる窓口を設けて欲しい。
· 情報提供、協力。
· 高齢者の支援、社協の包括支援の存在が知られていないと思われる。どうしたら広く知ることになるのか。
	· 独居高齢者情報の集約。
· 連絡を密にできるようしてほしい。
· 土日、夜間にも相談できるところをお知らせする。



Ｅグループ
＜1 地域の困りごとで対応が難しかったこと（難しいこと）＞
	自治会・近所
づきあい
	· 自治会に入会しない家が多い。
· 自治会の加入について。
· 近所の助け合いをもっと大切にしてほしい。
· ゴミの収集日のネット当番について。

	情報共有
	· 情報として耳に入ってこない。
· 子育て、福祉の間になる困り事、どこに相談したら良いのか。
· 民間の施設を探してほしい。一人暮らしの方。
· 亡くなられた人の情報が入らない。

	福祉の介入に
ついて
	· 本人中心支援、親御さんとの思いの違いで、上手くいかない。
· 子育て支援について様々な悩みを聞き出す工夫。

	その他
	· 来館者を増やしどのように役立つことを望まれているか？
· 外国の方へ、ゴミ出しについてルール説明ができないこと。


＜2 課題解決に向けて、“誰が”“何に”取り組んでいくべきか＞
	解決すべき課題
	· 自治会に入会しない家が多い。
· 自治会の加入について。
· 近所の助け合いをもっと大切にしてほしい。
· ゴミの収集日のネット当番について。
· 外国の方へ、ゴミ出しについてルール説明ができない。

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 話し合いができたら良いと思う。
· 自治会について知る。
· 自治会の運営の仕方、内容に興味を持つ。
	· 各班で話し合う。
· ネットのチームで話し合うことで理解を深める。
· 思いやりをもって声をかけ合う。
· あいさつ・声かけをする習慣。
· 外国人に対し、ゴミ出しルールを根気よく説明する。
· 近所付き合いを密接に。
	· 情報の共有しやすい環境づくり。
	· 年齢と身体障害のある方は、家の前へゴミを置いてもいいようにしてほしい。
· 個別回収を検討してもらう。
· 自治会のメリットを伝える。
· 町会や地区との話し合いをもっと行政が協力してほしい。
· ゴミ収集をもっと安くしてくれる所を探す（シルバーや福祉施設など）。
· ゴミ出しルールをマンガ絵、イラストで説明する。パンフを作成する。



Ｆグループ
＜1 地域の困りごとで対応が難しかったこと（難しいこと）＞
	情報共有
	· 情報が入ってこない。助けを必要としている人がどこにいるのかわからない。

	高齢者の見守り
	· 一人暮らしの人で、耳が不自由な人の対応が難しい。
· 認知。
· もしもの時に誰に伝えれば良いのか。
· １人暮らしの方の調査がはかどらない。

	その他
	· 保育園に連れて行きたいが親の体調が悪く連れて行けない。
· 犬糞・たばこポイ捨て。
· 一人暮らしで買い物が難しい。


＜2 [bookmark: _GoBack]課題解決に向けて、“誰が”“何に”取り組んでいくべきか＞
	解決すべき課題
	· 保育園に連れて行きたいが親の体調が悪く連れて行けない。

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	· 声をあげる。
	· 声をかけてあげる。
	· 意識を変える。
	· 送迎バスがあれば良かった。
· ファミサポの認知が低い。

	· 
	· 
	· 市の補助金を出す。人手を増やす。



	解決すべき課題
	· 犬糞・たばこポイ捨て。

	
	
	
	

	当事者・家族
	隣近所の人
	福祉関係者・地域
	行政

	
	
	
	· 罰金など条例をつくる。
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